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論文内容の要旨
わが国における現代インドについての社会人類学的研究は， 1950 年代に入ってようやく現地調査に
もとづく本格的研究が行われるようになった。本論文は筆者自身の現地調査( 1965 年~ 1975 年)をふ
まえたインドの力一スト論であって，現在わが国において他に類をみない貴重な業績である口
本論文の構成は， 1871 年以降インド共和国の独立までのセンサス報告の担当者などによるカースト
論をとりあげ，カーストをめぐる諸問題を検討する第 1 章，ついで 1950 年代以降さかんになってくる
インド村落調査にもとづく多数の学者のカースト論を批判的に吟味してその問題点を指摘し，筆者自身
の力一ス卜論を論述する第 2 章，および結語からなっている。本論文の内容は以下のとおりである。
はじめに本論文が 1965 年から 10年聞に 5 固におよぶ筆者自身の現地調査と社会人類学的諸研究にも
づL 、て， í カーストとはなにか」を解明する乙とを目的とする乙とが強調される。
第 1 章 「センサスとカースト」
まず 1871 年以後， 10年ごとに施行された全インド人口調査，センサスをめぐる，いわゆるセンサス
学派のカースト論がとりあげられる。






























5 r カースト項目の廃止」 第 8 回センサス( 1941 )においてカースト項目は廃止され，コミュニ
ティ項目によって宗教にもとづくコミュニティが調査された。ここに，はしなくもヒンドゥ・コミュニ






第 2 章 「村落調査」
1950 年代入って，今までの全国センサスにもとづく力一ス卜研究から地域集団におけるカース卜の
集中的な研究へと決定的な転換が行われた。乙乙で村落調査 (village studies) がとりあげられる。
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3 I婚姻規制一一ハイパガミーと ZD婚」 北インドにおいてはハイパガミー (hypergarny，いわゆ




婚 (rnothers' brothers' daughter rnarriage) が選好されるのは，これによって高カースト内部にお
ける女性の儀礼的純潔が保証されるからである。もしそうであるとすれば;低カーストの族内婚集団に
は ZD婚などの近親婚は存在しないのかということが次に究明されなければならないことになる。














集大成して， I カース卜とはなにかJ という根本問題に答えようとしたものである。ここで検討され，
解明された力一スト論の要点は以下のようなものである。
1 全インド人口調査，センサスを機縁としてカーストが学問的に研究されるようになったが，初期
センサス学派の学者たちは力一ストの起源をさまざまに説明する理論を提出するにとどまって，カース
トの複雑な様相の基礎にある事実を認識するに至らなかった。カーストは全国調査によって一律に統計
処理さるべきものではなく，地域集団について個別に調査さるべきものである。
2 カーストは宗教的浄不浄にもとづくヒエラルキーの様相を呈し，あるいはジャジュマニ制によっ
て上下に関係づけられた世襲的職能集団，またはさまざまに混血した人種集団やさまざまな度合いにヒ
ンドゥ化した部族集団，さらには祖先神や守護神を同じくする共食集団等々の諸様相をもつが，それら
の基礎にある事実は，ゲイトが指摘したように儀礼によって階層化された族内婚集団としてのサブカー
ス卜であるというと乙ろにある。しかもサブカース卜は分化や統合のゆえに固定的なものではない。
3 ブラーマンを最上層とし，不可触民などを最下層として儀礼的に階層化された力一ス卜社会にお
いて，上・中層は近代化され，西欧化されてディサンスクリタイゼーションの傾向をもつのに対し，中
・下層にはより上層の儀礼や習慣を取入れて固持しつづけようとするサンスクリタイゼーションの傾向
がある。しかし乙のような社会変動にもかかわらず，乙の階層化された族内婚集団は，旧来のままに自
己再生を繰返してゆく乙と乙そ根本的に重要な点である。その結果として最下層の不可触民やパリア的
部族民は，よりいっそう差別された状態のままに放置されることになる。
4 儀礼によって階層化された族内婚集団を維持してゆく婚姻規制は，北インドに多いとされるハイ
パガミーではなく，南インドに強固に存在しつづけている ZD婚やMBD婚などの近親婚である。乙乙
において ZD婚やMBD婚が選好されるのは，当該力一スト内部における女性の儀礼的純潔が保証され
るからである。かくしてカーストとは拡大された親族集団であるという筆者の基本テーゼが帰結する。
本論文はわが国における最初の本格的なカースト論であ匂，上述の四項の論点に要約されるような力
一ス卜の基礎事実と基本構造を詳細に解明したことは，すぐれた功績として学界に貢献するところ大で
あり，今後の力一スト研究の進むべき方向を指示したものとして高い価値を有する口本論文が現代にお
いてあらためて「カーストとはなにか」という根本問題に答えようとして， 19世紀後半以降のカースト
論を再検討する方法をとり，実に20名以上の学者の理論を詳細に吟味検討したことは，個別的
な調査に終始し，ともすれば広い展望と視野を失いがちな現状に新風を吹き込んだ、という点で高く評価
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される。とくに筆者の長年の調査研究の結論ともいうべき基本テーゼは，乙れを支える調査結果を集積
した近親婚の例証を含む系譜図および統計表とともにカース卜研究の最先端をゆく業積であるといえる。
但し本論文にも問題点がないわけではない。第ーに筆者は社会人類学者としては当然といえるかもし
れないが，いわゆるインド学者による古典的伝統をふまえた力一スト論を考察の対象から除外している
のではないかとおもわれる口しかしヒンドゥイズムの長い伝統の遺制である乙とを考慮することなしに
力一ストの多様な構造を十分に解明することができるかどうか，いささか疑念なきをえない。例えば;
本論文においては，儀礼によって階層化されることがどのように族内婚集団と必然的に関係するか，ま
た力一ストの諸様相がどのようにカーストの基礎事実にもとづいているかなどの問題が具体的には論じ
られていないとおもわれるが，古典的カース卜論は乙れらの問題に対する深い洞察を含んでいるし，イ
ンド学者の中にはこれらの問題に論及する者もある口少くとも筆者はこれらの点について検討すべきで
はなかったかと考えられる。
第二に現代において力一ス卜を問題にする以上，筆者もこの制度に含まれるさまざまな矛盾と，それ
らの下に現に苦悩する多くの人々の惨状を現地においてつぶさに見聞し，これらの人々の解放に強し、関
心をいだかさ‘るをえない乙とを告白する。すでにみたように筆者は結語においてそのための基本的問題
点を指摘し，解放の方向を示唆しているが，抽象的というほかない。現状が深刻かっ急を要することを
おもうと，もう少し具体的で有効な解放への展望が示されれば，本論文にいっそうの精彩をそえるもの
となったとおもわれる。
しかしこれらのことは望萄の言であるにすぎない。本論文はわが国ではなはだ遅れている現代インド
の社会人類学的研究を世界的水準に引上げるものであり，今後の力一スト論の指針となるべきものであ
る口以上により本研究科委員会は，本論文が文学博士の学位請求論文として十分に価値があることを認
定するものである。
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